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ける 3 秒間の最大努力かみしめ時の側頭筋前部、吹筋浅部の両側表面筋電図積分値 (IEMG) を BioP AK (Bio Research 
社)を用いて測定した。









被験者 10 名を対象に、無麻酔下、下顎切歯部浸潤麻酔下、上下顎切歯部浸潤麻酔下の 3 条件において、切歯接触
















側頭筋、岐筋ともに、切歯接触型スプリントの装着有無により、 IEMG に有意差を認め (P<0.05) 、平均値の比
較においては、切歯接触型スプリント装着がより小さくなった。麻酔奏功の前後では上下顎とも、 IEMG に有意な変
化を認めなかった。
歯根膜感覚を麻庫させた状態においても切歯接触型スプリントにより筋活動抑制効果が発揮されたことから、本ス
プリントの作用機序に関して、歯根膜機械受容を介した反射的抑制だけでは説明できないことが明らかとなった。
結論
ブラキシズムに起因すると考えられる筋症状の治療において、閉口筋筋活動の抑制に適したスプリントの岐合負担
様式を検討した。筋活動抑制を目的とした場合、スプリントの形態として、タッピング位および偏心位において切歯
部のみ一点で接触させる切歯接触型スプリントが有用であること、ならびに、切歯接触型スプリントは歯根膜感覚受
容の有無によらず筋活動を抑制することが明らかとなった。
以上の結果より、ブラキシズムに由来する筋症状を有する患者の閉口筋の筋活動を抑制することを目的として、切
歯接触型スプリントを患者に応用しうる根拠が示された。
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論文審査の結果の要旨
本研究では、ブラキシズム時の間口筋筋活動を抑制することが期待されるスプリントの形態を検討するため、正常
被験者を対象として、 7 種類の日交合負担様式が異なるスプリントを用いてタッピング位および偏心位におけるかみし
め時の日交筋および側頭筋の筋電図積分値を測定した。
その結果、筋活動抑制を目的とした場合、スプリントの形態として、タッピング位および偏心位において切歯部の
み一点で接触させる切歯接触型スプリントが有用であること、ならびに、切歯接触型スプリントは歯根膜感覚受容の
有無によらず筋活動を抑制することが明らかとなった。これらの結果は、切歯接触型スプリントのブラキシズム患者
への応用の正当性を実証するものであると考えられる。
以上のことから、本研究は歯科臨床において有用な手法を提示するものであり、博士(歯学)を授与するに値する
ものと言忍める。
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